
３D都市モデルとは

国土交通省が Project PLATEAU の一環として整備する、実世界（フィジカル空間）の都市を仮想的な世界（サイバー空間）に再現した

3次元の地理空間データである。

3D都市モデルという新しいデジタル技術を用いて、まちづくりに新しい価値を生み出していく。この
ようなDX（デジタルトランスフォーメーション）がPLATEAUの狙いです。

資料②－４

Google Earth （ジオメトリモデル） ３D都市モデル（セマンティクスモデル）

■都市空間の形状を単に再現した。
■標高値（起伏、凸凹）をポイントで取ってTINで結んでジ
オメトリを形成してそれがポリゴンになっていく、という
作り方で作成されている。

■建物や街路、橋梁といったオブジェクトを定義し、これに名
称や用途、建設年、行政計画といった都市活動情報を付与する
ことで、都市空間の意味を再現した。
■Building Solid（1つの建築物）とコーディングされ、さらに
壁（Wall Surface）や天井（Roof Surface）などオブジェクト
のパーツごとにコーディングされて作成されている。
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◆GoogleEarthと３D都市モデルの違い

Google Earthのジオメトリデータは本質的に地面と建物、建物と建物の区別ができないが、PLATEAU
の3Dモデルデータでは個々の家や壁を区別でき、用途、行政計画などの都市活動情報を付与することで、
都市活動のシュミレーションや分析等が可能になる。

（３Dマップ）

３Ⅾ都市モデルを利用した浸水被害予測
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建築物+道路+用途地域（赤池駅付近）

建築物+洪水浸水想定区域

３D都市モデルの活用


